




A basic vocabulary investigation for international students in the Faculty of 






 平成 20 年に政府が「留学生 30 万人計画」を発表して以来、外国人留学生（以下「留学
生」）数は伸び続けており、独立行政法人日本学生支援機構（JASSO）が発表した「平成
28 年度外国人留学生在籍状況調査結果」によると、平成 28 年 5 月 1 日現在の留学生数は




















                                                  
1 「平成 28 年度外国人留学生在籍状況調査結果」によると、出身国別留学生数は、中国  75,262 人（44.0％、
前年度 49.3％）、ベトナム  28,579 人（16.7％、同 13.2％）、韓国  13,571 人（7.9％、同 8.8％）、ネパー





































                                                  
4 今村（2014）は、商学、経済学、社会学、国際政治学、法学の専門基礎文献 28 冊を調査している。 
5 森（2016：ⅳ）5）は、「語彙シラバス」を「言語の習得に必要な語を、理念やニーズに基づいて配列
し、学習者に提示するためのもの」と定義している。  
6 http://www.seijoh-u.ac.jp/business/business-syllabus/（アクセス日 2017 年 8 月 30 日～9 月 1 日） 
7 星城大学経営学部『学生生活のしおり  2017 年度版』p.6 より 
8 「授業目標・到達目標」欄は、「星城大学経営学部『シラバス』原稿作成要領」により 200～250 字で
具体的な授業目標を記入するよう求められている。  

















・半角カタカナを全角カタカナに統一：例 「ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ」 →「 マーケティング」 
・全角英字固有名詞を半角に統一：例 「ＷＥＢ」→ 「WEB」 
・科目名を表す数字を消去：例 「自分づくりゼミⅡ」→ 「自分づくりゼミ」 
2. 分析対象データを MS Excel に入力し、データ化。 








 KH Coder による解析の結果、調査対象資料の総抽出語数（延べ数）は 43,013 語（異な
り語数 2,944 語）であり、そこから分析対象として抽出された語数は 19,627 語（異なり
語数 2,538 語）であった12。本調査では、「頻出語リスト」の上位 526 語（出現回数７回以
上）について、分析を行った（頻出 526 語の詳細については、【資料】を参照のこと）。 




ため、N2 と N3 レベルは１つのカテゴリーとして判定される。その判定結果を表２に、「級
外」および「その他」に分類された語を表３に示す。「その他」と分類された３語は、アル
ファベットで表記された IT 用語であり、「級外」の語彙 87 語彙と併せ、90 語（17.1％）
                                                  
10 本調査では、KH Coder Version 2.00f を用いた。 
11 樋口（2014）は「計量テキスト分析」を「計量的分析手法を用いてテキスト型データを整理または分
析し、内容分析（content analysis）を行う方法である」（p.15）と定義している。 
12 KH Coder では、「特に設定を変更しない限り、助詞や助動詞のように、どのような文章の中にでもあ
らわれる一般的な語は分析から除外され」、分析対象となる語が抽出される。（樋口  2014：125）  
13 「リーディングチュウ太」の「語彙チェッカー」http://language.tiu.ac.jp/index.html 





















の KWIC コンコーダンスに抽出語を入力し、使用状況を確認後、語種の判定を行った。 
 
表４ 頻出語上位 526 語の語種内訳 ※（ ）内はレベル別語彙数に対する％を指す  
 
                                                  






 表４から、頻出 526 語のうち、漢語が 357 語（67.9％）を占めており、特に、N5 から
N1 へとレベルが上がるにつれ、漢語の占める割合が増加していることがわかる。和語は、






 次に、漢語 357 語の構成字数を見ると、一字漢語 6 語（1.7％）、二字漢語 344 語（96.4％）、
三字漢語 5 語（1.4％）、四字漢語 2 語（0.6％）であった。本調査において二字漢語が圧倒
的に多くなった背景は、形態素解析によって複合語が分割されたことによるものであろう
16。よって、次節で複合語の特徴を考察することとし、ここでは二字漢語を考察する。表








本調査資料から、KH Coder の「茶筌」を用いて「複合語」を抽出し、上位 97 語（頻出
数７回まで）を一覧にしたものが表６である。語種の内訳は、漢語 81 語（83.5％）、和語
2 語（2.1）、外来語 1 語（1.0％）、混種語 13 語（13.4％）であった。また、漢語 81 語の
構成字数は、二字漢語 1 語（1.2％）、三字漢語 39 語（48.1％）、四字漢語 33 語（40.7％）、
五字漢語 3 語（3.7％）、六字漢語 5 語（6.2％）であり、三字漢語と四字漢語で 9 割弱を占
めた。複合語の構成要素は、「～的」が 15 語で最も多く、次いで「～者」（7 語）、「～能力」
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